
令和４年豪雨に伴う水道料金の減免について 
 
１ 目的 
   令和４年８月３日から４日にかけての豪雨により浸水被害を受け、  

洗浄作業等で水道使用量が通常より多い世帯に対して、使用料金の一部を
減免します 

 
２ 減免の対象者 
   床下及び床上浸水し、罹災証明又は被災証明の交付を受けた世帯等 

・住家、非住家（小屋、車庫等）、店舗、事業所 
 
３ 減免する使用量及び使用料金 
   通常の推定使用水量（直近の令和 4 年６月分及び７月分の使用量の平均

値）と比較して、令和４年８月分の使用水量が増加した水量分を減免します。 
   

例）給水管口径１３㎜ 
令和４年６月使用量 １８㎥、令和４年７月使用量 ２０㎥ 
令和４年８月使用量 ３７㎥ の場合 
 

① 直近２か月の使用料金 
平均水量 （１８㎥＋２０㎥）÷２か月＝１９㎥ 
使用料金 （９２０円（準備料金）＋１０㎥×１６８円 

＋９㎥×２２０円）×１．１＝５，０３８円 
② 令和４年８月分の使用料金 

使用料金 （９２０円（準備料金）＋１０㎥×１６８円 
      ＋１０㎥×２２０円＋１７㎥×２４５円）×１．１ 

＝９，８６１円 
③ 減免料金 

９，８６１円②－５，０３８円①＝４，８２３円 
 
４ 使用料金の減免方法 
   罹災証明又は被災証明等により浸水被害が確認できる方について、   

８月分の使用料金（９月末納入）から、減免料金を差し引いて請求する予定
です。なお、下水道及び農業集落排水の使用料金についても同様の取り扱い
になります。 

 


